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平成２０年９月１１日

旭丘中学校区小中一貫教育研究推進委員会
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　/b中－:買場吹育２年目を退!えてｰ1う

プロ(Z)聘t人としての1受業gカ1あｵLljlこそ　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭丘中学校区小中一貫教育研究推進委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　岡田　正樹(旭丘中学校長)

　今日、子どもの学力向上や教職員の資質能力の向上について、様々な方策が講じられてい

ます。その方策によって、一定の成果は上がり評価もされています。にもかかわらず、依然

としてこのことは教育界の大きな課題となっています。それは、時代が刻々と変わっている

からだと思います。それにともなって授業観や指導方法も変化し進歩しています。もはや旧

態依然といった我流というわけにはいきません。

　そういう中で、この小中一貫教育は時宜を得た教育実践であり、多様化した保護者や社会

からの要請に応えていくうえでも有効だと考えます。

　ところで､私は小学校と中学校の両方での勤務経験がありますが､それぞれの学校で､時々

下記のような話題(愚痴)が上がることがあります。

　　○中学校側の話題(愚痴)

　　　　・どうして中学校で分数や九九を教えなければならないのか

　　　　・小学校においても、もう少し進路に関する意識をもってほしい

　　○小学校側の話題(愚痴)

　　　　・小学校では明るい子だったのにねえ・・・

　　　　・中学校は生徒指導や部活を理由に授業研究をやらない　など

　お互いの言い分もわかりますが、責任転嫁をしても解決できません。そこで、私は、双方

の教職員が子どもを知り、子どもの学力と教師の指導力向上のためにも、教師は人前でプロ

の職員として授業を披露しなければならないと思います。謙譲の美徳と称して、研究授業を

他人に譲るようでは世間は通りません。教師なら、四季折々、旬によってその腕前をお客さ

んに見ていただきたいものです。だから、腕によりをかけ、日頃から磨きをかけておくこと

が肝要ではないでしょうか。

　小中一貫教育は目的ではなく、あくまで手段です。私たちは学者でありませんから、研究

目的の研究をするのではありません。９年間で｢教えること｣と｢育てること｣を見極めて、

小中一貫教育を実践していきたいものです。

今後とも地域の皆様、

をいただきますよう、

保護者の皆様のご理解とご支援

よろしくお願いいたします。



交　流　係

○旭丘中学校区の３小学校の６年生が一緒に活動することを通して、困難なことも

　協力して乗り越えられるような仲間づくりを進める。【仲間づくり】

○中学校で学んだり、中学生と交流したりすることを体験し、進学してからの生活

　に希望や見通しを持つ。【中学校への見通し】

○集団での宿泊体験などを通して、他を意識した行動とマナーを身につける。

　◇夏の交流合宿：平成20年７月７日～9日（2泊３日）　サンレイクで実施

　◇中学校体験（予定）：平成20年10月末　　旭丘中学校の文化祭参加

　◇冬の交流会（予定）：平成21年Ｌ月　　＊内容は今後検討

学力向上係

○家庭学習や主体的な学習の習慣を定着させるため、「家庭学習の流れ」の活用と

　生活リズム等の見直しを通して、児童・生徒及び保護者等に積極的な働きかけを

　する。

　◇「家庭学習の流れ」の活用と意欲・定着化につながる確認・評価の実施

　◇家庭学習等の良い取り組みの紹介や良い評価等の活発な情報交換

　◇生活リズムの見直し等を通して、家庭での時間の有効な活用について児童・生

　　徒に考えさせるとともに、保護者等へ家庭学習の理解と協力を依頼

地域連携係

○保護者、地域、関係機関へ小中一貫教育についての情報発信や、あいさつ運動や

　地区民体育祭などを通して、相互の連携を一層深めることをねらいとして

　いる。

　◇９月２８目　地区民体育祭への参加（小中合同種目、中学生競技役員参加）

　◇９月、３月　広報詰「あさひ」発行

　◇９月～人材バンク集約（学校支援地域本部との連携）

　◇１２月　小中一貫教育重点項目についての評価の実施



石升　　僧F 係

○自尊感情を育てるために

　◇授業参観、行事参観交流

　◇研修会の実施

　　　「何がこどもの自尊感情を支えるのか」　～小中一貫教育の中で考える～

　　　　　講師　肥後功一教授（島根大学教育学剖　心理・発達臨床講座）

　◇子どもを語る会の実施

　◇自尊感情にかかわるアンケートを実施し、自尊感情を高める方策を探る。

子どもを語る会
～｢子どもたちの自尊感情を高めるために｣～

　８月４日（月）に肥後教授の講演を聴いた後、自尊感情にかかわるアンケートをもとに４組

に分かれて子どもを語る会を実施しました。アンケートは、次の７つの項目を４校で行いま

した。

　①あなたは、自分のことが好きですか。

　②あなたは、自分にはよいところがあると思いますか。

　③あなたは、いやなことや苦手だなと思うことにも挑戦していると思いますか。

　④あなたは、先生に大切にされていると思いますか。

　⑤あなたは、友達に大切にされていると思いますか。

　⑥あなたは、おうちの人に大切にされていると思いますか。

　⑦あなたは、みんなの前で自分の意見が言えますか。

　これは、「はい」「どちらかというとはい」「どちらかというといいえ」「いいえ」のうち一

つを選ぶアンケートでした。どの項目も概ね良い傾向がみられましたが、学年が上がるにつ

れて、「はい」の割合が下がっていました。そこで、これからどのような取り組みをしたらよ

いか熱心に話し合いが行われました。

　自分の良さを他から認めてもらう、した

ことや言ったことを褒めてもらうことは誰

でも嬉しいものです。学校でも家庭でも、

このような場面は多々あります。学校では、

縦割り班での活動や異学年交流活動が行わ

れており、活動後は振り返りを行います。

その時に、友達から良かったところを発表

してもらったり、カードに書いてもらった

りする活動を中心にして、これから取り組

んでいくことになりました。ご家庭でも地

域でも、一人一人の良さを認め、褒めることをしていただきたいと思います。



｢協力できる仲問づくり｣をめざして

－

～３年目を迎えた「交流合宿」～

①　困難なことも協力して乗り越えられる新たな仲間づくりを進める。

②　他を意識した行動やマナーを身につける。

以上のことをねらい、本年度も７月７目（月）～９目（水）に

―

旭丘中学校区の

６年生全員（４３名）が参加して、サン・レイクにて交流合宿を行いました。

あいさつ運動の看板作り

　交流合宿も３年目になり、６年生

の大切な行事として定着してきまし

た。児童のアンケート結果からも、

新たな仲間づくりができたと思いま

す。　２・３学期には、中学校進学に

向け、中学校に出かけて、中学生と

の交流活動も計画しています。

夕食作り 中学校の先生による理科の授業

交流合宿後の児童のアンケートより

たくさんの友達がで

きまＬたか
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この仲間と一緒に活動して

いくことは楽しみですか

わりと楽しみ　いいえ

はい
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